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[IIJ Technical Week 2017] 
 LEEDプロジェクトにおける 
 モジュール型データセンターの構築について 

2017年11月10日 
株式会社インターネットイニシアティブ 
 杉村 明生 
  グローバル事業本部 
  グローバルプロフェッショナルサービス部 
  グローバルプロフェッショナルサービス1課 
 

 堤 優介 
  サービス基盤本部 
  データセンター技術部 技術課 
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1.はじめに 
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はじめに 
 本日紹介するプロジェクトは、2015年7月より国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構（以下NEDO）から委託を受けて実施してい
る「地球温暖化対策技術普及推進事業」の一つで、ラオスで行われている
プロジェクトです。（現在進行形です） 
 

 難しい言葉が並んできますが、優れた低炭素技術を有するIIJのモジュー
ル型データセンターを用いて温室効果ガス排出削減効果を実証するととも
に、メールやファイルストレージといったITサービスの稼動実証、および、
これらデータセンターとIT基盤の運用に係る技術者の指導・育成支援を目
的とした事業となっています。 
 

 本日は以下の点を中心に概要やエピソードを紹介いたします。 
 IIJの高品質・高効率なモジュール型データセンター  
 ラオスにデータセンターができるまで、とそれに係わるエピソード 
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2.モジュール型データセンター 
開発の歩みと特徴的な技術 
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データセンターとは 

電気室 
複数の変電所からの受電 
自家発電設備、UPSの完備 

データセンターの例 
• ビルの1フロアを利用 
• 専用の電気室・監視室を備える 
• 床面積約1,600㎡500ラック 
• サーバ12,000台規模 
• 大きな帯域幅をもった通信回線 

空調機 
コンピュータから発
生する熱を冷却 

サーバルーム 

19インチラック 

監視室 

• 重要なIT機器(サーバ等コンピュータ)を安全に設置するために作られた設備 
• 冗長化された受電や自家発電設備等とUPS(無停電電源装置)の組み合わせに
より、停電時でもIT機器には電力が供給される 

• IT機器から発生する大量の熱を冷却する空調機が配置されている 
  

※データセンターのサービス形態としては、顧客にラックを貸し出すハウジングサービスと、事業者自身がサーバを設置するホスティングがある 
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IIJ クラウド 
サービス 

IIJ 
データセン

ター 

他社 
クラウド 
サービス 

オン 
プレミス 

統合運用管理サービス
窓口 

監視 

IIJ GIO統合運用管理サービス 

運用コンサルティング 運用 

IIJデータセンターの役割 
IIJグローバルバックボーン IIJデータセンターサービス 

IIJ GIOサービス 

日本最大級の 
インターネット
バックボーン 

のハブ 

クラウド基盤に 
最適化された 
ファシリティ 

安定した 
データセンター 
サービスの提供 

クラウドから 
オンプレミス 

環境をカバーする 
総合プロバイダー 

トータルソリューション 

国内21 

海外6 
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データセンターを取り巻く環境の変化 
(1) ハウジングからクラウドへ 

従来（ハウジング） 
  お客様資産 

クラウド時代 
 クラウド 
 基盤上に 
    構築 
  
 クラウド 
  事業者 
   資産 
 

データ     
センター   

事業者資産 データ 
センター 

IT機器 

お客様A 
システム 

データ 
センター IT機器 

データ 
センター 

IT機器 

お客様Ｂ 
システム 

お客様資産の「IT機器」を 
収容する「ファシリティ」 

クラウド事業者資産である 
「IT機器とファシリティ」が 
融合した「クラウド基盤」 

データ 
センター 

IT機器 

お客様C 
システム 

(2)大規模一括からオンデマンド構築へ 

クラウドやIoT利用に最適化された省エネ型の 
データセンターが求められる 

終局に合わせ 
大規模に事前準備 

必要なときに 
必要なだけ用意 

高い初期費 高い拡張性 

(3) 世界的な省エネ機運の高まり 
・気候変動に関する国際的枠組み 
 ｰ 2016年パリ協定発効 
 
・データセンター市場の拡大 
   - クラウド、IoT利用シーンの増加 
 
⇒全世界のIT産業の消費電力は、ロシア
や日本の国内総電力以上で、今後も拡大
していく 

IT産業の電力 

お客様A 
システム 

お客様Ｂ 
システム 

お客様C 
システム 
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ニーズの違いによるデータセンターの差 

要件 

多様なﾕｰｻﾞ資産 

ハウジング/コロケーション ニーズ クラウド基盤向けDC 

収容機器 

ﾕｰｻﾞ毎個別運用 

アクセスの良い都市部 

大量で画一的な事業者資産 

効率的標準運用 

アクセス不問 郊外でも可 

運用 

立地 

付加価値 

低い (3～5kVA/ラック) 密度 高い (4～10kVA/ラック) 

相反する
ニーズ 

その他 DCの一般的基本要件 (信頼性、セキュリティ) 

アメニティの充実、等 とにかく低コスト、省電力 

IIJ自らで作ってし
まうという選択肢 

納期 中長期の計画 短納期が求められがち 
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作りました 
島根県松江市に、国内「初」の外気冷却コンテナユニットによる商用データセ
ンター「松江データセンターパーク」を建設し、2011年4月に開設 
需要拡大に対応するため、サイト2を2013年11月に開設 

ファシリティ（1サイト） 
敷地面積 約8,000㎡ 
ITモジュール数 最大24台 
ラック数 最大216ラック 
受電容量 2,000kVA 
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クラウド最適化データセンターの実現 
 短納期構築 

設計・確認申請から10ヶ月 
実質工事は6ヶ月程度 

モジュール化・パッケージング 
迅速なデリバリを可能にしつつ、 
将来的な新しい技術への適応性も確保 

省エネ化技術の追求 
常に新しい省エネ技術要素 
を取り入れ、進化しつづけ 
るデータセンターを実現 

冬期の冷たく乾燥 
した外気を排熱と 
混合、適切な 
温湿度にして供給 

冷却機を稼働 
させる、通常の 
データセンターと 
同じ仕組み 

外気をそのまま 
供給、排熱は 
全て排気 

動作概要 

2012年グッドデザイン賞 
グッドデザイン ベスト100 

グリーンITアワード2012 
商務情報政策局長賞 

グリーン・グリッド 
データセンター・アワード2012 

特別賞 

ASP・SaaS・ 
クラウドアワード2012 
ベスト地域貢献賞 

MM総研大賞2012 
グリーンIT賞 

実用性 省エネ 

先進的&電力管理 地域貢献性 構築期間短縮&拡張性 

輸送 

コンテナ工場 

サービスイン 

輸送 

IT機器工場 

IZmo 
(コンテナ) 

製造 

IT機器実装 
(マウント、 

配線、初期設定) 

松江 

搬入･設置 
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飽くなき挑戦とco-IZmo/Iの誕生 
2012年、通年外気空調 

co-IZmo/D (Compact-IZmo Direct) 
•通年外気空調、通年加湿レス 
•高負荷試験、サーバ劣化診断 

2013年～、間接外気空調 

co-IZmo/I (Compact-IZmo Indirect) 
•ISO規格コンテナ（20ft） 
•IT/空調一体型モジュール 
•付帯設備（UPS等）もモジュール化 
•コンテナ連結構造 
•間接外気冷却方式 
•高負荷IT機器対応（10kW/ラック） 

年間外気環境(温度、相対湿度や腐
食性ガス、微小粒子物質(PM2.5))
を評価、課題を洗い出し 

2011年～、可視化、リモート操作化推進 

モジュール単位での連結 

co-ISM(co-IZmo Smart Manager) 
•空調、電気設備を監視対象に追加、コン
テナ丸ごと監視を実現 

•ハードウェアとソフトウェア、ファシリ
ティとITの融合を見据えた設計を採用 

2012年、煙突効果実証実験※ 

空調・電力制御も
含めた、データセ
ンター制御システ
ムを開発中! 

建物型データセンター 

 煙突 

 ラック 
コンテナ型 

データセンター 

 コンテナ 
 煙突 煙突効果を用いて、サーバの排

熱で吸排気を行い、空調機なし
で冷却に必要な風量を確保、外
気空調と合わせ、ファンレスで
PUE1.0を実現できないか検証、
貴重なデータを蓄積 

※IIJは「煙突効果を利用した冷却システム及び冷却方法」、 
 「コンテナ型データセンターモジュール」(傾斜配置)に関する特許権を取得しています。 

実証実験を経て商用化 

輸送・設置容易性の更なる向上 

「省エネ性」と 
「外部環境への非依存」を両立 

（次スライドで説明） 

小～大規模まで柔軟に対応 
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co-IZmo/Iのアドバンテージポイント 

[モジュール型DCの優位点] 
高効率、オンデマンド&短納期構築 
新技術への高い適応性 

輸送・設置容易性の更なる向上 
小～大規模まで柔軟に対応 
「省エネ性」と「外部環境への非依存」を両立 

①更なる短納期構築、施工レベルへの依存を低減した高品質提供の実現 
②多彩なデータセンター仕様要求への対応 
③設置環境範囲の拡大 

間接外気冷却方式 
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•日本から約9000km 
•とてもとても寒い 
 -30℃の環境下で運用中 

過酷な環境下で運用されるco-IZmo/I 

非常用発電機 

Co-IZmo/I 

連結拡張用スペース 

ロシア某所 
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3.LEEDプロジェクト概要 
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LEEDプロジェクトとは？ 
プロジェクトの事業名は 
  ラオス 省エネデータセンタープロジェクト（通称LEED） 
  JCM実証事業 
 です。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

LEED = Lao PDR Energy Efficient Datacenter 
JCM = Joint Crediting Mechanism 
（二国間クレジット制度） 

・日本政府とラオス政府は2013年8月7日に、「日本とラオスとの間の低炭素成長パートナーシップのため
の二国間クレジット制度に関する二国間協力を定める」二国間文書に署名をしています。 

出典) 経済産業省JCM 
最新動向資料より 
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LEEDプロジェクトとは？ 
 

 
 

 
 
 

 
 

IIJが持つ 
我が国が世界に誇る低炭素技術の一つ 

LEEDプロジェクト 

温室効果ガス排出削減の枠組み 

・ラオス「初」の環境配慮型国営データセンタを構築し、温室効果ガス排出削減
の有効性を検証することを目的とする実証事業。 
・ラオスにおけるIT基盤の整備、行政アプリケーションの確立に寄与するだけでな
く、将来を担うIT人材、産業育成などに幅広く活用予定。また、ラオス政府は本
データセンターの運用を通じてITガバナンスの強化を目指している。 

モジュール型データセンター 

ITインフラ基盤やITサービスの提供と 
その構築・運用スキルの移転 

ITスキル 



© 2017  Internet Initiative Japan Inc. 18 

LEEDプロジェクトで作るもの/行うこと 

データセンター 

ITインフラ基盤 

ITサービス 

Server 
Resource 

Pool 

Storage 
Resource 

Pool 

Mail Web Hosting File Sharing 

人材育成 

ITサービス 
ITインフラ基盤 

の運用やデリバリー
を行う人材 

データセンター運用
を行う人材 
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そもそも、ラオスってどこ？ 
ラオスは正式国名を 
  ラオス人民民主共和国 
  Lao PDR (Lao People’s Democratic Republic) 
 というASEANに加盟している自然豊かな国です。 
 
 

 
 
 

 
 

国土 24万km2 日本の本州とほぼ同じ 
人口 約675万人 2016年 
首都 ビエンチャン 
言語 ラオス語 タイ語とほぼ一緒 
宗教 仏教 
シーズン 雨季(5～10月) 

乾季(11～4月) 
年間を通して温暖だが、
12～2月は10度台にな
ることも 

その他 ・ASEANで唯一の内陸国 
・近年の経済成長率は8%と高い伸び 
・日本からの直行便（定期便）は今のと
ころない 
・ニューヨークタイムズ誌で“世界で一番
行きたい国”に選出されている 

出典) 外務省ホームページより 
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4.LEEDプロジェクトの進捗 
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5.IIJが考える今後の展開 
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次世代のデータセンターを見据えて 
データセンターの将来を見据えて、飽くなき挑戦を継続中 
・AI、IoT、ビックデータの活用 
・フォグコンピューティング、電力自由化などへの対応 

経済産業省 平成27年度「中小企業等省エネルギー型クラウド利用実証支援事業（省エネ型データセンター構築実証）」 
事業名：再生可能エネルギー・燃料電池を利用した高効率コンテナ型データセンターの実証 



© 2017  Internet Initiative Japan Inc. 23 

国内GIOや東南アジアを始め各国におけるGIOブランドのク
ラウド基盤を構築している経験をよりフィードバックし、モ
ジュール型データセンターを用いたICT基盤を発展させる。 
 
 

 
 

今後のモジュール型データセンターICT基盤 

グローバルならではの課題 
・リージョン問題等どういった機器を使うか 

用途は様々 
・e-Gov/パブリッククラウドなどそれぞれの用途に

あった規模の設計 

容易なデリバリー 
・どの国のオペレーターでも安易にできるようオペ

レーションもパッケージ化 

複数サイトによる運用 
・SDNを利用したDRサイトとの連携 

ITとファシリティの融合 
・ラック数や電源の配置等の物理的な配置設計 

・同時に拡張性や可用性を考慮した設計 

Server 
Resource 

Pool 

Storage 
Resource 

Pool 

Network 

Cloud Orchestrator 

SDN 
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おまけ. 少しばかりラオスを紹介 



© 2017  Internet Initiative Japan Inc. 25 

ラオス語 (パーサー ラオ、ພາສາລາວ) 
 こんにちは = サバイ ディー (ສະບາຍດີ ) 

 
ありがとう = コップ チャイ (ຂອບໃຈ) 

 
 どういたしまして、大丈夫 = ボー ペン ニャン (ບໍ່ ເປັນຫຍັງ) 

 
はじめまして = インディー ティーダイ フーチャック (ຍິ ນດີ ທີ່ ໄດ້ຮູ້ຈັກ) 

 
私の名前は○○です = コイ スー ○○ (ຂ້ອຍຊື່ ○○) 

 
あなたの名前は何ですか？ = ジャオ スー ニャン？(ເຈາຊື່ ຫຍັງ) 

 
私は日本から来ました = コイ マー テー イープン (ຂ້ອຍມາແຕ່ຍີ່ ປຸ່ນ) 



© 2017  Internet Initiative Japan Inc. 26 

ラオスの代表的な観光地 
ビエンチャン 

 

ガームラーイ（ ງາມຫລາຍ 、ビューティフル！） 

タートルアン パトゥーサイ（凱旋門） 

タゴン（ラオス式屋形船） ナムグム メコン川の夕陽 
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ラオスの代表的な観光地 
ルアンパバーン 

 

早朝の托鉢 
ナイトマーケット 

パクセー 

ワットプー 

シーパンドン 

バンビエン 
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ラオスの代表的な観光地 
ビエンチャン郊外にブッダパークというところもありま

す 
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ラオスの代表的な料理 
セープ ラーイ（ແຊບຫລາຍ 、とってもおいしい） 

ラープ 

サイウア 

ビアラオ カオジェー 
（フランスパンのサンドイッチ） 

カオピアック 

タム ジョー（ຕໍາຈອກ、乾杯） 
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おわり 

ご清聴ありがとうございました 
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